
�������	 
��

��� ��

●年々､ 世の中全体が忙しくなっていると感じ

ますが､ 先生方の多忙さのラインは､ ずいぶん

角度が急な気がします｡ そんな中､ 忙しそうに

していると遠慮して話しかけてこない子もいる

からと､ 意識してゆったり ｢脇目を振って｣ 廊

下を歩くよう心がけている先生もいらっしゃる

ようです｡ 特集１では､ ｢忙しいからこそ傾聴

を｣ という提案もありました｡ 急がば回れとい

うことは実際にあると感じました｡

●困難を抱えていない家庭などないと思います｡

しかし､ 困難の程度には差がありますし､ 困難

を乗り越えようという意欲にはもっと差があり

そうです｡ 先生として､ 学校として､ 家庭に踏

み込める線を見極めながら､ 子どもの意欲が困

難に押しつぶされないようどうサポートするか､

特集２を読みながらいろいろ考えさせられまし

た｡ ���
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発達障害のある子どもを理解し支援する

とはともに学ぶこと､ 毎日のなかで､ 先

生方のそんな思いや子どもとのエピソー

ドを語っていただきます｡
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教師なら誰でも経験する ｢子どもから反

抗的な目でにらみつけられる｣ という場

面｡ 皆さんはどんな対応をしていますか｡

事例から対応のポイントに迫ります｡
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